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■ 分科会委員（アドバイザー）

❶	�デジタル技術を用いた
		  高性能次世代船舶開発技術
		�  船舶の開発・設計・建造期間の短縮及び高性能化を実現

するため、バーチャル空間上で船舶の性能や建造方法等
の再現・検証を可能とするシミュレーションシステムを
構築する。

❷	�船舶の安定運航等に資する高解像度・高精
度な環境変動予測技術

		�  実海域で観測した海洋データ（水温、塩分等）を活用し、
極端現象を含めた高解像度・高精度な気象・海象の予測
システムを構築する。

❸	�統合シミュレーション・プラットフォーム
		�  上記のシステムを統合し、船舶の供給と運航に関わる幅

広い事業者等が協調して活用可能な統合シミュレーショ
ン・プラットフォームの基盤を構築する。
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海運の経済安全保障においては、今後の核となるカーボンニュートラル船や自動運航船
などの次世代船舶を我が国が安定的に供給し運航させ続けることが重要です。

本構想では、「デジタル技術を用いた高性能次世代船舶開発技術」と「船舶の安定運航等
に資する高解像度・高精度な環境変動予測技術」を確立し、各技術を統合することにより、
統合シミュレーション・プラットフォームの基盤を構築します。そのため、船舶の供給
と運航に関わる幅広い事業者が一体となって研究に取り組み、さらには、研究開発成果
の創出だけでなく、その社会実装を担う人材育成や持続的なシミュレーションシステム
の運用も視野に入れながら研究開発を推進していきます。

研究開発構想の詳細はこちらから

https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_

anshin/2_20231225_mext.pdf
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今後、船舶需要の中心は温室効果ガス排出削減のための代替燃料利用、風力推進ほかの省エネ技術、自動運航をはじめ
とする高度な統合制御システムを採用した高性能次世代船舶へと移行します。日本の海事産業は、労働人口が減少する
一方で世界的な需要拡大に伴う建造能力拡大も求められており、機能・仕様が高度化・複雑化する高性能次世代船舶を
短期間に開発・供給する能力を獲得する必要があります。このための方策として、本研究開発課題では初期の開発、設
計段階で、建造、運用のライフサイクルとサプライチェーンを同時並行的に考慮して、本船仕様、建造計画を最適化す
る「統合シミュレーション・プラットフォーム」を構築し、バーチャル・エンジニアリングの手法の海事産業への導入を
推進します。また、船舶の安全な運用に影響を与える気象・海象の予測についても、台風などの極端現象を含む1～3カ
月先までの季節予測技術を確立し、統合シミュレーション・プラットフォームに組み込みます。

課題概要
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